
聖学院大学に入学して間もない頃、慣れない大
学生活の中で図書館は私にとってリラックスでき
る唯一の場所であった。本を読むことはもちろん
だが、高校には無かった映画を見ることが何より
も楽しみだった。大学の生活に慣れながら、少し
でも時間ができれば自然と足は図書館に向かって
いた。
その後ライブラリー・アシスタント（LA）を始
めた。図書館はリラックスできる場であり、働く
場にもなった。図書館で働くようになり最初は簡
単な業務を、学年が上がるにつれ、任せてもらえ
る仕事が増えていった。初めて作ったポスターが
館内に掲示された嬉しさは今でも鮮明に覚えてい
る。LAの仕事をして気が付いたことは、所蔵さ
れている本は多くの人が関わり、いくつもの時間
と工程を経て書架に並んでいることだ。その工程
の中に自分がいることが LAの仕事をする上で大
きなモチベーションだった。
いよいよゼミでの専門的な学びが始まった時、
図書館は学術情報の宝庫としての機能をも合わせ
持つ場となった。私が研究していた分野は先行研
究や史料がなかなか見つからない分野だったの
で、日々情報や史料収集のために図書館に足を運
んではデータベースや文献を漁っていた。この図
書館では所蔵が無いこともあったが、そんな時は
LAで培ったスキルを存分に活かす事ができた。
私の大学生活4年間は常に図書館と共にあり、
図書館は常に私が求めるものを提供してくれた。
それは本や資料だけではなく、時に仲間との語り
場として、時には1人でゆっくりと過ごすことが
できる場所として、どんな時でも暖かく迎え入れ
てくれる、それが聖学院大学総合図書館なのだ。
4年間ずっとお世話になった図書館には本当に
感謝してもしきれない。皆さんも是非自分なりの
図書館を作ってもらいたい。そうすれば充実した
大学生活が送れるに違いない。皆さんが求めれば
きっと図書館は応えてくれるはずだ。

（日本文化学科4年）

「求めよ、
さらば与えられん」
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